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表層評価および施工状況把握シートを用いた大規模コンクリート構造物の品質向上対策について 

― 一関遊水地大林水門の施工事例 ― 
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１．はじめに 

   東北地方では、東日本大震災以降、復興に伴いコンクリート構造

物が大量に施工されており、今後の維持管理等を鑑みると、コンク

リートの高耐久化は必要不可欠である。一方、コンクリートの耐久

性向上のためには、コンクリート表層部の品質が極めて重要とされ

ている 1)が、表層部の品質に最も影響を及ぼすのは施工の良否に起

因する表面状態である。東北地方整備局では、耐久性向上のために

初期欠陥の防止を掲げており、その対策として施工状況把握シート

および表層目視評価を試行導入している。本報告では、一関遊水地

大林水門工事で実施したこれらの結果について報告する。 

２．施工の概要 

2.1 構造物の概要 

本工事は、岩手県南部に位置する北上川の一関遊水地の水門を築

造するものであり、平成 25 年 10 月から施工を開始している。構造

物は、底版と堰柱に分けられ、堰柱は最大幅 9m、高さ約 17m のマ

スコンクリートであり、1.8～3.6m のリフトごとにコンクリートポン

プ車を用いて打設した。施工状況全景を写真 1 に、打設リフトの区

割りを図 1に、コンクリートの示方配合を表１に示す。 

2.2 試行導入の概要 

 図２に施工状況把握シートの記入例を示す。ここでは、打設の準

備、運搬、打込み、締固め、養生の各段階でそれぞれチェック項目

を設定した。これを受注者側で打設時にチェックした後、監督員等

の発注者にも確認を受け、要改善事項等があればシートに追記した。

当現場では、受注者側に加え協力会社の職長にもシートに記入させ

ることで施工者の意識を高めるとともに、3 章で示す対策により施

工時に目視で管理できるようにした。品質については、型枠脱型後

数日を目安に行う表層評価を行うとともに、材齢 28 日において透気

係数測定（トレント法）を実施した。表層評価の評価項目は、国土

交通省出監連の表層目視評価判定表（案）を参考に選定し、コンク

リート診断士の資格を有する現場職員が、それぞれの項目について

1～4 点の 4 段階（満点が 4 点）で評価した。次回打設時には前回の

施工状況把握シートおよび表層評価を踏まえて対策を行い、前回よ

り品質のよいコンクリートを目指した。 

３．品質向上にむけた対策 

 当現場で品質向上を目的として以下の対策を実施した。 

ⅰ）沈みひび割れ 

P コンの下縁に打重ね層がくるように打込み厚管理を行うことで、

P コン下の沈降クラックを防止した。 
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図 1 打設リフトの区割り図 

表１ コンクリートの示方配合 

20.4m17.4m
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中央堰柱 

1 リフト：1.8m 

1 リフト：3.6m 

3.0m

17.4m 20.4m

端部堰柱 

工区

リフト

予定 8:00 実績 8:10

予定 12:00 実績 12:20

受注者
監督員

等

－ ○

－ ○

－ ※1

－ ○

－ ○ ○

8人 ○ ○

4台中1台 ○ ○

－ ○

運搬 50分 ○

－ ○ ○

－ ○ ○

－ ○ ○

－ ○ ○

－ ○ ○

50cm ○ ○

－ ○ ○

約1.8m ※2 ○

－ ○ ○

－ ○ ○

－ ○ ○

－ ○ ○

－ ○ ○

－ ○ ○

－ ○ ○

－ ○

－ ○

10日間 ○

－ ○

監督員

主任技術者

※コンクリート打込み作業人員　・・・　コンクリートの打込み・締固め作業時の人員のうち、直接作業に携わら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない者（監理・主任技術者やポンプ車運転手等）を除いた人員

養生

硬化を始めるまでに乾燥するおそれがある場合は、シートなどで日よけや風よけを設けているか。

コンクリ－トの露出面を湿潤状態に保っているか。

湿潤状態を保つ期間は適切であるか。

型枠および支保工の取外しは、コンクリートが必要な強度に達した後であるか。

要改善
事項

ポンプ配管等の吐出口から打込み面までの高さは、1.5m以下としているか。

表面にブリーディング水がある場合には、これを取り除いてからコンクリ－トを打ち込んでいる
か。

締固め

バイブレータを下層のコンクリートに10cm程度挿入しているか。

バイブレータを鉛直に挿入し、挿入間隔は50cm以下としているか。

表層付近に対して、後追いの仕上げバイブレーターが丁寧に施されているか。

バイブレータでコンクリ－トを横移動させていないか。

締固め作業中に、バイブレータを鉄筋等に接触させていないか。

バイブレータは、穴が残らないように徐々に引き抜いているか。

発電機のトラブルがないよう、事前にチェックをしているか。

練り混ぜてから打ち終わるまでの時間は適切であるか。

打込み

ポンプや配管内面の潤滑性を確保するため、先送りモルタルの圧送等の処置を施しているか。

鉄筋や型枠は乱れていないか。

横移動が不要となる適切な位置に、コンクリートを垂直に降ろしているか。

コンクリ－トは、打込みが完了するまで連続して打ち込んでいるか。

コンクリ－トの表面が水平になるように打ち込んでいるか。

一層の高さは、50cm以下としているか。

2層以上に分けて打ち込む場合は、上層のコンクリ－トの打込みは、下層のコンクリートが固まり
始める前に行っているか。

22.0℃ 天候

準備

運搬装置・打込み設備は汚れていないか。

型枠面は湿らせているか。

型枠内部に、木屑や結束線等の異物はないか。

かぶり内に結束線はないか。

硬化したコンクリートの表面のレイタンス等は取り除き、ぬらしているか。

コンクリート打込み作業人員（※）に余裕を持たせているか。

予備のバイブレータを準備しているか。

27-8-20BB 確認日時

曇のち晴

打込み終了時刻 打込み量(m3) 80 リフト高(m) 3.0

打込み開始時刻 打込み開始時気温

【 施 工 状 況 把 握 チ ェ ッ ク シ ー ト（ コ ン ク リ ー ト 打 込 み 時）】（案）

事務所名 工事名

構造物名 ○○橋　A1橋台 部位 たて壁

1

2

○○技師

2012/10/11（木） 7:30～13:30

チェック項目

受注者 ○○建設（株） 確認者

配合

施工
段階

記述

確認
（立ち会い）

※1　型枠内部に結束線（3本）が落ちていたため，打込み前に取り除かせた。

※2　排出口から打込み面までの高さが，明らかに1.5m以上であるため，口頭で注意したところ、是正された。

上記※1，※2について、次回打ち込み時に是正を行うこと。

上記、要改善事項について了解しました。
　　　　　　　　　　　　　平成　　　年　　月　　日

現場代理人

主任監督員
上記、要改善事項について改善指示します。
　　　　　　　　　　　　　平成　　　年　　月　　日

養生については、

写真１ 大林水門の施工状況全景
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図３ 打込み管理システム 画面 

図５ 透気係数試験結果 

透気係数（×10-16m2） 

図４ 表層評価の結果 

ⅱ）打重ね線、豆板 

写真２、写真３、写真４に示すように、打ち重ね高さや締固

め位置、深さについては、見える化による管理を徹底した。ま

た、自社開発の新設コンクリート品質保証システム 2)の打込み

管理システムを導入した。このシステムは打設箇所をブロック

割し、各ブロックの打設後からの経過時間を図３に示すように

パソコン画面に表示させ、打ち重ね時間が所定の時間を経過す

る前に、上層の打設を実施するためのシステムである。打重ね

時間の自主管理値を 90 分に設定し、これを超えないよう打ち

重ね時間を管理した。 

ⅲ）型枠打継目の砂すじ 

型枠の継目に止水テープを貼り付ける、コーキングを行う等の

対策を行った。また、打設高さが高くなり、側圧で打設中に型

枠に隙間ができることも考えられたため、打設中に型枠の監視

を行い、必要に応じ補強した。 

ⅳ）表面気泡と面的な砂すじ 

型枠際においては、打ち込み時にφ50mm のスパイラルバイ

ブレータで締固めた後、硬化状況とブリーディング状況を確認

し、φ30mm のバイブレータを用い、30cm 程度のピッチで再

振動させた。これにより、表面気泡および型枠際のブリーディ

ングによる砂すじの発生の抑制を図った。 

４．施工の評価結果 

 表層評価の結果を図 4に示す。この結果の垂直壁面における

各項目の表層評価の結果の全平均値である。8 項目中 3 項目に

ついて 4 点（満点）であり、上記の対策により、沈みひび割れ、

表面の微細なひび割れ、豆板等の欠陥は防止できたと考える。

また、他の項目についても、3 点前後の点数となっており、良

好な結果が得られた。 

 透気係数試験の結果を図５に示す。ほとんどの結果が 0.1～

0.01×10-16m2、すなわちトレント法において「良」とみなされ

る範囲内となっており、上記の対策により安定した表層品質を

確保できた。 

５．おわりに 

 施工状況把握シートおよび表層評価を用いた品質向上対策

について、試行状況を報告した。実際に施工状況把握シートを

用いることで、打設時の施工管理項目が分かりやすくなり、発

注者ともコミュニケーションを取りながら品質管理を行うこ

とができた。さらに作業員の品質に対する意識の向上、施工方

法の徹底を図ることができ、大規模構造物である本工事におい

ても、コンクリートの品質を安定して確保できたと考える。 
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写真２ 目印を設置したバイブレータ 

写真３ 締固め用 
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1 2 3 4 5 6 7 8
1970 2640 3000 3000 3000 3000 3000 3000

1 2800 B013 B010 B009 B008 B007 D009 D008 D007

2 3000 B014 B011 B006 B004 B002 D003 D004 D006

3 3000 B015 B012 B005 B003 B001 D001 D002 D005

4 3000 A007 A003 A002 A001 C001 C003 C009

5 3000 A008 A006 A005 A004 C002 C004 C008

6 2700 A009 A010 A011 A012 C005 C006 C007

写真４ 打重ね用

管理棒 
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